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　　　　　　　　1　緒　　言　　　　　　　　　　　　　　　　　　II　研究対象及び方法

　幼着乳児の副瞥皮質が年長児や成人に比べて形態的　　　　　　1．）　観究対線

に異ることはよく知られた事実である。従ってその機　　　　対象は川生i直〔後巌科に収容された乳児合計2〔〕例（実

能の而においても何らかの差があるジ）ではないかとし　　　人帳として13屑，何れも男児）である。その至ヒ下1噂体

て従来から多くの検討が行はれてきているが，その一一　　　重は156〔駒μ～1｝9｛狛9’πで全例研究期間中ll二は特別の

つとしてこの時期の副腎皮質からはNa排泄を促進す　　　異‘1i雪所見な認めなかった、，これらの20例のうち15例を

ゐホルモンが分泌されるらしいという問題がある。即　　2群に分け1群は無処1醗のまま他の1群はあら・かじめ

’t；，1951年Klein①は副ll野皮質刺激；kルモソ（ACTH）　　　NaClを投与した後，それぞれACTHを魚荷して尿

を魚荷して尿中のNa排泄fl｝：な調べたが，幼若乳児で　　中Na排’tllj：鑓の推移を検索した。1也の5例はNaClの

は年畏児や成人と異って魚荷後i直ちに摂取搬を越す縫　　　みを投与して対照とした。研究は哺乳開妊穿後嘔吐なく

極的な排泄をえたo彼は自己のえたこの所見につき考　　　便通も正「1旨と認められた後に開始され，その時の日令

察を加えた結果，幼着乳児においてこのような精有の　　　は4三後5日乃薫32日である。対象の大多数（ユ8例）は

所見をえた機序の一つとして生後間もない乳児期にお　　　粉乳による人工栄嚢であり，…部（2例）は搾乳した

ける副腎皮質の未熟性を重祝し，幼若乳児の副腎皮質　　　母乳との混合栄養である。これらの栄養方法の縞部昧

からは年長児や成人には存在しない特有のホルモンが　　　従来からの当科の方法に準じた⑫。

分泌されているのではないかと考えた。このような特　　　　　　2）　研究方法

有のホルモン，即ちsalt－10sing　hormone②，あるい　　　　（i）　Naの測定法　EPF－2型日立憎光々度計を用

はNatrium　diuretishe　Faktor③の存在にっいて　　　い蠣光々度法によって測定した。　X日の摂取量は実際

は，その後現在にいたるまで幼若乳児あるい櫨先天性　　　に哺乳した乳の一部をとって，上記方法により突測し

副腎皮質過形成にお轟ナるそれぞれ特有の電解質代謝と　　　て求めた。排撒量は1日の蓄尿の一部につき同様に行

結んで大猷関心が持た才し，Klein④⑤自身の他にも　ゲこ求めた。これらは1瓢Uとして6日乃至8日間連続

多くの論及があるが，これに賛成する人③⑥⑦と反対　　　して測定された。

する人⑧ne⑪とあって，未だ意見の一致をみていな　　　　（ii）哺乳量の測定法　毎回計墨したミルクを哺乳

い。そこで今回著者は幼若乳児を2群に分ち，1群は　　　瓶に容れてptilifLし，残母のあった場倫は計最後控除し

無処齪のまま，他の1群は予めNaClを投与した後，　　た。母乳な併用した際は搾乳した母乳を使用した。午

それぞれACTHを負荷して，その際のNa排泄蟄の　　　前9時より翌EIの同時刻までを1日母とした。

推移を数日間にわたって検索し，えられた結果にっき　　　　（iii）尿昆の測定法　トルオールを添加，ポリエチ

ニ三の考察を加えたので，以下に報告する。　　　　　　レン容器に蓄尿し氷犠に傑存した。上述と等しく午前

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9時より翌日の同時亥Uまでを1日量とした。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（iv）　体重の測定法　天秤式台秤（感度19m）にょ
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り，午前9時に測定した。　　　　　　　　　　　　　　　TH負荷当日はその前日に比べて不変1例を除き］，0例

　（v）　ACTHの負荷法　ACTH－Z　20単位／M2を　　　中9例が減少した。翌FI（ACTH負荷後策1日）の値

筋注により午前9時に1回負荷した。無処騰でACTH　　は…般にそのlii∫日と大叢なく藷朋な嚢動を示さなかっ

のみを負荷した場合は，あらかじめ21p間の対照期を　　たが，　ACTH負荷後第2日には軽度減少1例を除き

とった後に負荷した。ACTH負荷前にNaClを投与　　　9例が増加し，一部の増加は鶴だりllらかだった。而し

した場含はNaCl投与後第2日匡1に負荷した。　　　　　てACTH負荷後第3Flには大多数の値が拘：び減少し

　（vi）　NaClの投与・法　乳に混じて経口的に1日闇　　　て負荷前の値に炭った⇔

投与した。投与昂：は0．5野1η／吻／日であるc，ただし1例　　　　（3）　Na摂取Ill：説：尿中排泄lll：の盛註両者の益を各

では投与後軽度の発ゑ￥1を認めた（37い5’N38t℃）ので　　　例につき求めて図ノjkすれば図3に示す1111くなったい

0．259m／leg／日に止めた（症例1）。　　　　　　　　　　　A　GTH政荷前1三1に1よ6例かlil三，4例が負な示したが，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　負荷出llにi：1暗直度の負の］例な除き9例力二皿三の値な示

　　　　　　　III研究成績　　　　　し，11｝梱、1・ll！瓶厨・．しかしACTH∫｛しll　襯2

　1）無処1猷でACTHのみを魚荷した乳児｛’こおける

成績　各対象におけゐ各測定値は衷1に示す如くであ　　　　　　mlr：｛1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユリ　の
った。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8

　（1）　Na摂取量lNのNa摂取lil：を図示す2’しば図　　　　　　　fi

1に示す如くなった。ACTH負荷前に約2111Eq増加　　　　　　4
した1例を除き観察中・一一般には薔朋な変重力を示さなか　　　　　　2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o
った。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一．2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－t4

　　　　　　　　　　　　↓　　　　　　　　　　　　　　　　　　　H’t6

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－8
　　　　　　　　　　　　　　　　＿t＿ザー・t，’一゜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－10
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図3．ACTHのみを：負荷した乳児における
図1．ACTHのみを負荷した乳児における　　　　　　　　　Na摂取燈と尿中排泄輩の鑑（1三D
　　　Na摂取最（日）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　m践q
　（2）　尿中Na排泄墨　1日の尿巾Na排泄盤を図　　　　　　　20

示すれば図2に示す如くなった。排泄愚の変動は摂取　　　　　　　18

量に比べて一般に大きかったが，ACTH負荷前にに　　　　　　　16

増減相半し一定の傾向を示さなかった。しかしAC一　　　　　　　ユ2
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図2・ACTHのみを負荷しk乳児における　　　　　　　図4．　AcTHのみを魚荷した乳児における
　　　尿中Na排泄蚤（日）　　　　　　　　　　　　　　　　　Na摂王取蚤と尿中排泄量の差の累積値
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衷　1　　　　ACTHのみを魚荷した乳児における各測定値

症　　　 Na　 尿体　　　　　　　　　　　　　（mEq）
例

（　測定liil　撰　　排　摂排差

暴　　　取泄盤　量重
）　　　　　　　量　　塩　 との　　（1π6）　（9）

　　　　1　　　 3．4　　1．0　　 2．4　　9：3　1304

　　　　2　　　　　3，6　　　0．8　　　　2．8　　118　　1369

13（ACTH）3．30．7　2．61）4ユ3tJf）

電　　4　3・70・8　2・91°2ユ423

日53．45．4－2．⑪1361428）
　　　　6　　　　　　3。8　　　5．2　　　－1．4　　135　　1422

　　　　1　　　　　　2，3　　　5．7　　　－3，4　　102　　1929

　　　　22．85．3－2．51381918
23（ACTH）3，42，・8　0．6】251907

曾　　4　3・91・8　2・1135：1927
1ヨ　　　　5　　　 4、5　 ］3．工　 一一 W．6　200　 1～｝52

）
　　　　65．16．6－1，51741949
　　　　1　　　　　2，8　　　0，4　　　　2．4　　　53　　1．955

　　　　2　　　　　　　3．2　　　　0，2　　　　　 3．0　　　　85　　　1974

り

0　3（ACTH）　3，2　　0、2　　3、〔｝　51　1979

零　　4　3・30・4　2・91102023
r二1　　　　　　5　　　　　　3．3　　　Q，3　　　　3．0　　　83　　20ユ4

）　　　　6　　　　　　3．4　　　0．9　　　　2．5　　　65　　2023

　　　　］．　　　　　2，1　　　1，8　　　　　0，3　　　51　　2258

　　　　22，88．7－5．91472251
4㌔（ACTH）3．53．6－0．・812222

9　　4　∠1・・　24・0　0・216Q　2238
日　　　　5　　　 3．5　．17．8　－・14．3　254　2240

）　　　　6　　　　　3，8　　　7，5　　　－3．7　　230　　2260

　　　　1　　　　　　4．8　　　7．4　　　－2．6　　151

　　　　2　　　　7。4　 ユ0．0　　－2。6　204　 2451
5“・

　　3（ACTH）　8，工　　2，0　　6、1　150　2420

曾　　4　8・40・2　8・21122390
日　　　　　　　5　　　　　　8，7　　16，3　　　－7．6　　250　　2417

）
　　　　6　　　 9。3　　8．5　　　0，8　244　2348

症　　　　　　　　　　　　Na　　　　　　尿　　体

例　　　　＿＿」愈L
（　測定日　　摂　　排　摂捌…濃

塔　　　取泄撒　量重
）　　　　　　　量　　量　　との　　（紹）　（9）

　　　　1　　　　　2，5　　　8．0　　　－5．5　　170　　2628

　　　　2　　　 3．4　10．4　 －7．0　241，　2608

63（ACTH）4．52．2　2．31262561

言　　4　5・5　2・5　3・029正2673
日　　　　　　5　　　　　5，5　　13，0　　　－7．5　　386　　2721

）
　　　　66．G　6。6〔12432705
　　　　1　　　　　　4，0　　　1，5　　　　2，5　　101　　3663

　　　　2　　　　　　4．0　　　1，5　　　　　2，5　　110　　3679

73（ACTH）5，0　Q．5　4，9423710
宕　　　　　　4　　　　　6・1　　　1・5　　　　4・6　　ユ48　　3785

日　　　　　　5　　　　　6，6　　　2．4　　　　4．2　　2〔［4　　3795

）
　　　　67、】．0．96，2L423794
　　　　1　　　 5，5　　4．0　　 1，5　256　1928

　　　　25．5ユ，73。8二1．831916
83（ACT｝1）5，61，4　4．22。1、999

驚　　4　5・80・　8　5・01782。O；
田　　　　 5　　　　5。8　 13，4　　－7。6　264　2047
）
　　　　6　　　　　　5，8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2007

　　　　1　　　　　4，9　　　4．9　　　　0　　　　253　　2529

　　　　2　　　　　　4．9　　　3，9　　　　　ユ，0　　　199　　2544

93（ACTH）493．・0　1．92912563
S2　　　　　　4　　　　　5．3　　　5．3　　　　0　　　　264　　2546

日　　　　5　　　 5．3　　6．5　 －1．2　271　25E）8
）
　　　　6　　　　　5．4　　　2．7　　　　2．7　　2：L2　　2556

　　　　1　　　　　7．2　　　4，3　　　　2．9　　296　　3593

　　　　2　　　　　7，3　　　5．0　　　　2．3　　323　　3688
10
　　3（ACTH）　7．3　　3，2　　　4。1　286　3766

露　　　　4　　　 7．3　　4。1　　　3．2　299　3758

日　　　　　　　5　　　　　　7．3　　20。：L　　一ユ2，8　　362　　3793

）
　　　　67．33。53．83303795
　　　　　　　　　　＊：混脅栄養例

日には反対に2例のみが正，8例が負の値を示し，一　　　は6例又は5例が正であったが，両日とも4例はこの

部の懲よ大ぎな魚を示して排泄撫よ当口の摂1｛燭二を上　　　累積値に二IJいても明らかな負の値な示し，これらの例

廻った。而してACTH魚荷後第3日には再び1まぼ負　　で1，klll荷後の蓄償を上廻る排泄が認められた。

荷簡の値に渓ったoこれらの関係をさらに累薇徳から　　　　（4）　尿量と体重　（i）尿獄1各1ダゆ1日尿量に

みると図4に示す如くなった。即ち各例につきAC一　　つきそれぞれ前日の値との藻を求めてみると図5に示

TH負荷前日の値を仮に0にとり，各日の摂取鍛と排　　　す如くなった。　ACTH負荷前日には正のもの（蘭日

泄昂：の差の累積値を求めると，魚荷当iヨは前述のよう　　に比べ増加したもの）8例，魚のもの（減少したも

に1例が負，9例が正であったが，翌日には全例が正　　　の）2例であったが，負荷当日には8例が致，2例が

の償を示した。またACTH負荷後第2日と第3Elに　　　正の値を示し火多数の例の負荷当日の尿盤は減少し
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ml @　　　　　ACTFI　　　　　　　　　　　　　　　第2日には反対に7例が致，　3fv”liがil三の値を・示し大多

ll：　　“　　　　数の体1鱒妙・・転じた．肌てA・T・鮒麟
120　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3EIには負荷前とほぼ等しく荷びil三のもの5例，魚の
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］［）あらかじめNaC1を投与した後AC’m－rセ負lllj

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　した乳児における成績　r各対象における各測箆他を誕聚

　　　　　　　　　　　　　　　　　　2に示す如くて’あった。

～曹 pm：WIV’・　”ny　　　（1）N・即鴎と1日のNa摂取：！｝1：な齢」≒鋼し
　　　＆　　　「　　　　　　　　　　ば図7に示す如くなった、，図r卜1実線はNaC1投与後

　　　　　『／　　　　　　ACTHをf猫し畑L児，破線。：尉鵬・睨（N。Glのみ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　投与）に関するものである。何れの場合の摂取超：も

　　　　　　　　　　　　　　　　　　NaCI投与当旧の著明な増加な除し・て観寮期間中億ぼ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一定であったo

Z3（ACTIり4　5　6　　　　　　　　　N、、，1　ACT“

図5．ACTHのみを魚荷した乳児における
　　　尿量の変動（日）　　　　　　　　m、，；c，　　　7・・

た。しかし翌日は3例が負，7例が正の倍を示し，さ　　　　u、1

らにACTH負荷後錦2「1に1よ1例を除く9例が正の　　　　22・

糠謹濃贈購習議留器親　　1：　’1　㈱

て糊な聯の増加は撒した．（ii）樋・・紡　　14　　，’へ、、
の対象における体重は生理的体重減少の時期に一致し　　　　12　　　　　”　、

て減少しつつあるものと，これを過ぎて増加しつっあ

るものとがあったが，各例につき前日の億との荒を求　　　　6

めてみると図6に示す如くなった。ACTH魚荷前日　　　　n
には正のもの（伽に比べ増力口していたもの）6例，　．2

ACTH
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図7．NaCl投与後ACTHを負術した乳児
　　　におけるNa摂取盤（日）

一・一：NaCl投与後ACTHを魚荷した乳児
一一 Z一；対照乳児（NaClのみ投与）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）　尿中Na排泄鍛　1日の尿中Na排泄量を図

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　示すれば図8に示す如くなった。この場合も前述の場

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合と同じく排泄昂：の刻功は摂取惣二比べて一般｝1二大き

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かったが，NaC1投与当日乃至翌日の排泄鎚二は例外を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　除いて増加した。NaCi投与後靖2日にACTHを負

　　　　　　　1　閲儂鋤9　5　6　　　荷するとその日の排泄蜘よ非釦肋例と等しく一ll受に

　　図6．ACTHのみ韻荷した乳児、。おける　　減少したが・その後の書1醒騨ACTH鮒の撫1・よ

　　　　　体重の変動（日）　　　　　　　　　　　　　　り異った。ACTH非負荷乳児の排泄覚が次第｝こ減少

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　していったのに反して，負荷乳児5例中4例では負荷

負のもの（減少していたもの）4例であったが，魚荷　　翌日あるいは第2日に明らかな排泄増加を示し他の

当日には3例が負，7例が正の看藍を示し，翌日には　　1例ではNaCl投与後4日間にわたって1まぼli臓i度の

1例を除く9例が正の値を示して，体璽は一一meに増加　　著明な排1【垂を示した。而してこれらの乳児の排泄魔も

し輔部の増加は著明であった。しかしACTH負荷後　　　ACTH負荷後第3日には非負荷乳児とほぼ等しくな
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表　2　　NaClのみを投与した乳児並びにNaCl投与1麦ACTHを負荷した乳児における各測定竹1窺

NaC1のみ投与群
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Na

症　　　　　　　　　　　　　　　　（mEq）　　　尿　　　体

量測定・叢獅欝簸螢敢
）　　　　　　　　 量　　 量　　との　　 （mの　（9）

　　　　　　　：L　　　　1．4　 1．1　　　0．3　　39　1931

　　　　　　　2　　　　　　1，9　　　1，3　　　　0，6　　　62　　ユ949

　　　3　（NaC1）　　　10．9　　　2，2　　　　8，7　　　74　　1965

1・　4　2・83・6－〔｝・81342°°7
　　　　　　　鴛　　　　　　3．3　　　3，1　　　　0，2　　141　　1980

　7　　　　6　　　　3，8　 4．4　　－－0，6　152　2000

旦　　7　4．33，5　0，8：191．2032
　　　　　　　8　　　　　　4，7　　　3，6　　　　1．1　　203　　2041，

　　　　　　　］．　　　　　　3，3　　　1．．0　　　　2．3　　160　　11．6〔〕7

　　　　　　　2　　　　　　3，5　　　0．7　　　　2．8　　139　　1614

　　　　3（NaCl）　15，3　1．2　　14，コ．　99　1670

2　4　3・72・2　1・51521728
　　　　　　　5　　　　　　3．8　　　2．5　　　　ユ，3　　190　　17G8

　ユ6　　　　6　　　　4．0　 2．3　　　1．7　 工63　1798

旦　　7　4．11，・8　2．31fii．1836

　　　　　　　84，12．02．11921899
　　　　　　　1　　　　　　5，1　　　3，4　　　　玉．7　　257　　2447

　　　　　　　2　　　　　　5，1　　　1，9　　　　3，2　　】．83　　2444

　　　3（NaC1）　24，1　　5．4　　18．7　125　2509

3　4　5・112・3－7・22542553
　　　　　　　5　　　　　　5，1　　　5．4　　　－0．3　　202　　2540

　17　　　　6　　　　5．4　　4。4　　　1．0　267　2582

且　　7　5．44．2　」．22712555
　　　　　　　8　　　　　　5．6　　　3．1　　　　2．5　　229　　2577

　　　　　　　1　　　　　　5．2　　　2．7　　　　2．5　　272　　2274

　　　　　　　2　　　　5．6　 2．4　　　3，2　274　2260

　　　3（NaG1）　23．1　5．2　　17，9　190　2320

4　4　5・67・1－1・52692‘；28
　　　　　　　5　　　　　5，6　　3．0　　　　2，6　　261　　2453

　22　　　　　　6　　　　　　5．6　　　3．0　　　　2，6　　265

旦　　7　5，93．X　2，82882509
　　　　　　　8　　　　　　5，9　　　2，1　　　　3．8　　237　　2526

　　　　　　　1　　　　　　4，G　　　4，3　　　－0．3　　340　　2404

　　　　　　　2・　　　　4，0　　2，7　　　1．3　　272　　2430

　　　3（NaC1）　24，5　4，3　　20．2　208　2・16｛5

　　　　　　　4　　　　　　4．0　　　6，2　　　－2．2　　329　　2553
5
　　　　　　　5　　　　　　4．0　　　3，0　　　　1，0　　202　　2521

a　　　　　　6　　　　　　4，0　　　2．9　　　　ユ．1　　288・　26ユ0

旦　　7　4．02．4　1，62892597
　　　　　　　8　　　　　　4．0　　　1．7　　　　2，3　　274　　2611

NaC1投与後ACTH負荷群
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Na

症　　　　　　　　　．．．．、＿＿＿．．＿一く趣Eq）、一　　尿　　　体

鴛・1腱1・護翼盤鐙…璽

）　　　　　　　量　　量　 との　　（7tlの　（の

　　　　　　　1　　　　1，2　 2．5　　－／．3　　69　 1462

　　　　　　　2　　　　］．7　 1．6　　　0，：L　　52　 1455

　　　3　（NaCl）　　　12、2　　　3．8　　　　8，4　　　47　　1473

6　　4　2・63・4｝0・873151ユ
　　　5（ACTH）　2。8　0，9　　　1，9　U9　1524
　6　　　　　　　6　　　　　　3．1　　　0，3　　　　2，8　　　91　　1534

旦　　7　3ユ5．9－2．81691547
　　　　　　　8　　　　　3，1　　5，6　　－2．5　　170　　1550

　　　　　　　1　　　　2．6　 3，3　　－0，7　 113　 2061

　　　　　　　2　　　　　　3．］．　　5，4　　　－2，3　　123　　208〔｝

　　　3（NaC1）　コ8、1　3，1　 15．0　74　2069

7　　4　3・85・6－1・81532261
　　　5（ACTH）　3．8　2，4　　1．4　185　2L61
　6　　　　　　6　　　　　　3，8　　 4，6　　　－〔〕．8　　1．85　　2162

邑　　7　4，115．7－11．62752158
　　　　　　　8　　　　　　4，4　　　3．7　　　　0、7　　192　　2161

　　　　　　　1　　　　　　3．1　　　2，7　　　　0。4　　　94　　2237

　　　　　　　23．62．61．01022232
　　　3　（NaCl）　　　20，2　　　3，6　　　　16．6　　　96　　2280

8　4　4ユ6・2－2・1174’2367
　　　5（ACTH）　4．1．　6、5　－2，4　180　2353
　
864．65．9－・工，31802375
旦　　7　4．66．4－1．81762364
　　　　　　　8　　　　　　5．1　　　3，2　　　　1，9　　214　　2375

　　　　　　　1　　　　　　4．7　　　3，6　　　　1，1　　2Q3　　2041

　　　　　　　2　　　　　　5，0　　　2．9　　　　2．1　　206　　2051

　　　3（NaC1）　22，1　4．5　　17。6　150　2052

9　4　5・07・3一2・32702160
　　　5（ACTH）　5，0　3．5　　1．5　220　2ユ51
ハ14　　　　　　6　　　　　　5．0　　　2．9　　　　2．1　　1tlO　　2215

邑　　7　5．08．9－3．92802237
　　　　　　　8　　　　　　5．0　　　3．9　　　　1．1　　238　　2162

　　　　　　　］．　　　　　　9。6　　　5。4　　　　　4．2　　386　　4265

　　　　　　　2　　　　　　9．7　　　7，1　　　　2，6　　380　　4309

　　　3　（NaC1）　　　47．0　　18．6　　　28．4　　293　　4396

10　4　9・618・7－9・14204517
　　　5（ACTH）　9，6　7．3　　2，3　363　4498
　25　　　　　　6　　　　　9．6　　15，8　　－6，2　　319　　4519

呂　　7　9．68．2　1．44144569
　　　　　　　89。64．35．33994566
　　　　　　　　触NaC10，259／1eg投与例
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り，NaCI投・躯前の値と着しい養を示さなくなった。　　　を魚荷した場合と異って負の値にはならず，従って

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　NaCl投与後の蓄積を上廻る排泄は認めなかいンた低．　m

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　してこれらの乳児の値もACTH負荷後；1’∫　3日には非

。E　　》　響　　　　鮒の乳魁等しく・例を伽て醐醐・榔た、，
　2｛｝

　18　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N血d　　　　　AC：・川

　16　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　凸　　　　　↓

　14

8

6

4

2

測定日　1　23（N・cl）45（ACT卜1）6　7　8　　　　8

燃

図8，NaC1投与一後ACTHを負荷した乳児　　　　
4

　　　におけるNa排泄量（日）　　　　　　　　　　　　　　2

－。一：NaCI投与後ACTHを負荷した乳児　　　　　　　o　　’　　　　　　　幽’Pt”　　＝＝　t　　…一一，－tig

＿。一一：対照乳児（NaC1のみ投与）

　（3）N・欄撮と尿中榊吐」致の艶ii鴨の差酪　　一8
例につき求めて図示すれば図9に示す如くなった。大　　　　’一・’IO　v

多数におけるこの値はNaC1投与前から正の他を示し　　’”　IZ

ていたが設与当日に齢伽曙しく火きい正の値　測・・rT濡［τ葡況…コ…rr
を示した。しかしその翌日には1例を除き10例中9例

・・負の値を示・た・N・C1購塑・・は負鱗　図9鷲諜翻£簾瑳欝蒲耀（、D

無燗せず大多数銅び正の働肌たカミ’その働　　…・N。C1撚後ACTH鹸翫た乳児
推移はACTH鮒の撫によ曝なった。　ACTH　　－一・一一・対照甜・己（N・Clのみ投与）

非負荷乳児の値が例外を除いて引続き正の値を示し

たの販して漁荷乳児5例中4例では鮒翌賄る　n・ll’・・1　　蟹　AΨ

いは第2日に明らかな魚の値を示し，他のユ例では

NaCl投与後4目間にわたってつねに負の値を示して　　　　26　　　　　　　　　　　　　　　／

排泄盤は当日の摂珂糧を上廻った。而してこれらの乳　　2‘　　　　’　　，ノイ

児の観ACT雌骸第3日には1伽i徐いて額　　・。　　卜、、　．r、、：二を二：ダ
荷の乳児とほぼ等しい正の値を示し，NaCl投与前と　　　　18　　　　1＾・、＼・・”チノ　SK’

著しい差を示さなくなった。これらの関係をさらに　　　16

累積値からみると図10に示す如くなった。即ち各例に　　　　12

っきNaCl投与前日の値を仮に0にとり，各日の摂取　　　　10

量と排泄蚤の差の累讃値を求めると，投与当日は前述　　　　　1

のように全例が著しく大きい正の値を示し，その翌

日の値は一般にやや減少し，その後も引続き疋の値を　　　　2

示した。NaCl投与後第2目にはACTH負荷の有無　　　　　o圏

に関せず大多数がやや増加したが，その後の推移は　　醗日

ACTH負荷の有無により異なった。　ACTH非負荷乳

灘錯獣糠霜課離票警　塾櫨灘雛灘羅置お
ただし前述した予めNaC1を投与せずにACTHのみ　　　　一・一。一一　：対照乳児（NaC1のみ投与）
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（4）尿最と体璽（i）尿騒：・各例a）1日職に　はACTH致荷のイ撫に2：り異り，夢欧荷乎L児では直

つき前Elの値との差を求めてみると図ユ1に示す如くな　　ちに可び正の値を示すものが多かったのに反して，

った。NaC1投与当日は正のもの（前日に比べて増加　　ACTH負荷乳児では負荷の翌日にも3例が明らかな

したもの）1例，負のもの（減少したもび））9例で，　　　負の値を示した後負荷後笛2日に4例が大きな正の値

尿量は一般に減少した。翌．日には全例が1EのflE・（tnr示し　　を示して尿量は禰二び増加した。而してこれらの乳児の

て増加した。Nn，　Cl投与後第2口にはACTH魚荷の　　　値もACTH負荷後第3日には非魚荷の乳シ｝己と藷しい

有無に関せず正又は負の億を示したが，その後の推移　　　差を示さなくなった。（ii）体重：これらの鮒象の体

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　亙Eにつき同様にして前日の値との溢を求めてみると図

　　ml　　　　　　　　　　　　　12に示す如くなった。　N・C1投鯛細の佛」：全例i［三を
　「aec｝　－

　180．＿　　　　　　Naut　　　ACTII　　　　　　　　　　　　示し，カ・つ一部の値｝よ著しくプくきく前Flの体近に」七べ

　160　　　　　貼　　　　畢　　　　　　　　　　て増加したc、翌1三1の体近は2例を除ぎ減少した。

　圃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　NaCI投与後第2EIに々濫ACT正〔負荷の有無に関せず
　120　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　全例が初：びll三の値な示してS’“1加し．たが，その後の推移
　ユ　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

　　・・　　　，l　r・、　　　はACTH鮒のイ榔・よ唄・），；；1・負醐、児で々酬
　　csc｝　　　1鰍　　1’・1、　　　続き増加を続けるもの瀞かったのll・．反して漁荷乳

　＼撚舷1脳雛難糠膿膿ゑ増力ll磁
一謁　　N　l　、レア・／ぺ・・　　　　　　　　　　　　”
一・・ @　ミ、樋”　1／！　　　！・、　　　　　　IV考　tw

：銘　・－xN“　1，　　　締乎L鯛澗艘1が・・醐雌・す・儲の，・・ルモ

．．

P⑪。　　　　　1．！　　　　　ン又は因子（・alt－1。si・g　h・・m・ne，　N・t・ium　cliui’e一

　　　　　　　　　　　　　　ロー120　　　　　　　　　　　　t’　　　　　　　　　　　　tische　Faktor）を分泌す≧5か否かについては従来か

。。、」　Irm、〈N”cD「π薦、「丁　丁　ら論議がt：itbitてきた．顯中燃ぺたKl・i・・①につ

図11．。。C1投与後。、TH鹸蔀糠乳児　ついて・・一⑥・・・・・…③ら・・幼糊児・・AC一

　　　　における騰の変動（同）　　　　　TH敏看礼た配の1蝋がK1・inのそナしと1無一
＿一。＿：NaC1投与後ACTHを魚荷した乳児　　　　　赦したところよりtその副腎皮質ではこのような特有

一・一。一・・：対照乳児（NaC1のみ投｛か　　　　　　　　のホルモソの分泌が期待されると考えているようであ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　るnただしこれらの実験成績は何れもはなはだ少数例

　9
20〔｝

180
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140
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100

　6G
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　2⑪

　o
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－｛ro

－80

－U鴎

N写I　A馴　　　　　醐雛し規ので批半llの余地がないではない．藪
　　　　　　　　　　　　　　　　　　田⑱は新生児期における電解質代謝につ麟㈱な検討

　　　　　　　　　　　　　　　　　　を行った結果，N具はKなどと異って負のtli　twを示す

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ことに注目し，その機序としてこのホルモソの関与が

　　　　　　　　　　　　　　　　　　考えられるとしているが詳細はいまだ不明であるとし

　　　　　入　　　　　ている．N・h・・ら⑲はN・喪失とし・う点で雛児と相
　　　　　σ　1　　た’．一．っ　　　！㌔、　　j．）・一、　　　　　似の関係のみられるNa喪失型畠曙皮質過1形成の患春

．』瀦ス製…一撫燕、ぐ＼　の脚糀して，そ㈱i・灘・購N副尿f’、sra

馨二’…　閥4’ぐ’tw、　（・・・…e・i・滅尉働1颯穐と咄勘と試みた。

　　　　　　　　　　　欝堺　’　P・p・・ch・・m・t°・・aphyl二よりこのiff用鱒つと思は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れる分醐’をとり出しSodiuzn　excreting　factorとP・≧

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　び，その本態は3，］．6・－dihydroxy，20－ketopregnane

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と考えたQしかし．本物質を再合成してラットやヒトに

。定，1、、、圃4－、CAcd，，，　rコー丁一撚・てい・利煕みられなか・たという⑨⑪・そ

、t2，。。C1㈱A、THを鮒、た乳児　のfUI・　R・・em…g・⑮鰭の自麟・・…の作

　　　　における体重変動（日）　　　　　　　　　　用を銀する物質として17”aP「egnenoloneなどを想

．．．＿，N。C1撚後ACTH韻机た乳児　　定したが何れも搬の灘よえられていない・訪
．．。一．．　：対1隠児（N。C1のみ投与）　　　　G・。・g・ら⑪は幼若乳児にACTHを負荷した際N・
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利尿がたとえ認められるとしても，これは臓器性AC一　　　応除外し他のll陵｝まつこととしたい、、之に反して副1ドチ

TH中の混在物質，例えばvaSOpressinによっても説　　　に対する作用には種々の～』のが考えられ惹，、，即ち，

明しうると述べ，New⑩らもこのようtS　tl・－M’iiのホル　　　mineralcorticoids，　glucocorticoids，　anclrogensな

モンが分泌されることには懐疑的である。このように　　　ど種・々の副腎皮質ホルモン，そのPrecursorS　lセ〕るい

その存『否をめぐる見解｝よ現在なお賛否両論にわカ・れて　　　　はnletaboliじesに及ぼす影1禅が考えられる，，　iSCIein

いるが・前述のように多数の幼若乳児にACTHを負　　　ら0）主張するsalt－10siヱユg　horinone　4｝その・一・・つと呼

荷して実際に尿中へのNa排泄を測定した成綻1は未だ　　　ぶことができよう。形態的〃．みると胎シi己や出生直筏の

はなはだ少なかった。そこで醤茜｛よ今圃対’象を歩ヒ較的　　　　新生児の副腎皮質‘よfoetal　Zoneな三t“とし，　・乏の・プ、

多くとり・一部にはNaClをあらかじめ投与してNa　　　テPt’rドホルモン生脅成｝こも種々のII寺：艮が．駄られイ，、：二

蓄積の状態を作った後にそれぞれACTHを負荷し尿　　　とは，ことにゴ1堂近において諸諏の注目するところでll，

中へのNaの排泄状態の推移を∫亀荷前の対照期，ある　　る⑰T’m⑫。なかんつく3β一11ydmxy8ter（，ld　dehy－・

いはN・C1のみを投与しAα1’H　III喚荷し宕にかっ姻’　d・・tST・n・se湘’kカ＆鰍，16，t・・hyd・・xyl。ti・11？lllM：，v）

照例と比較した。この際従来における排泄量の検討が　　　1、1いことは多くの人の一致して述べるところである、、

何れも当日の摂取：蹴のみと対比してあったのにかんが　　　例えばReynolds⑱eil各月令の｛〃数の乳児な対慰1，ヒし

みて，観察期問中の｛斐訓文辻と排泄：髄の累債n1三〔の見地か　　　て尿il・116－OH－pregnoエ1010ne，1（；．．（：｝1・1－dehydroc一

らも検討勧llえた・その結細：1・刻1に述べた姻・　pi・・llCl・。・t・・。・e頽i　1定レヒ後3ケ月ぐらい紅猷・値

ACTH鮒後の尉I　N・9Vll　’il」J’lt／／li：t　；；；，　N・C1投与の如　q）高いこと酬婚し・Cいるが，」肌たf。。tal　z。n。

何にかかわらず調象の大多熱・おいて増加した．し　の畑1分の退縮tlL　e，iT．　H．1生後少くと轍列欄櫻し，

かしこの際に｝・けるtJliiill・の非㈱（P・ttern）はll嚇で　P・・m－t・。rtex　q・祉な嫌でに（X、は掴fl・

異り・無処置でACTH願荷した場禽の鋼ll蹴N・　1肋購・を必要とする⑳とさ．｝・る8うから、・、・砿t

C1投与例と搬って大多数力Yy少ともまず減少してこ　　幼若乳児，ことにこれに何らかのス｝・レスが加っノ1，：際

の一糊三の撚抑拙こ纐・て擁騰の増加を認めた，，　におけるその醐粧聾Flホルモンの．胎成，ε騒い賄・

又累積値からみると累積値が負となり観劉切間中にお　　　ド」代謝が，質的又は1：的に，｛1こ長児や成人と差を来すC

ける排泄貴が1隻取量を明らかに上廻ったと認められた　　　とは十分に期子芋しうる。従って幼イ；乳児にAGTHな

もの尋よ，無処概群の5ちの約半数（9例rl・14例）であ　　　負前した際のNa利尿がこの．ljな機1ヨに基く可能性

った。以上の成績からみると幼1乳児にACTHを魚　　　は否定しえないと思う。前述したようにその本熊は未

荷した際に尉’N・榊墾・増加の認められること鯛ド実　知であるが，このような牛頒‘瑚鶴くの人が・疹えて

であるが，この利尿作用は従来一部の人々が強調した　　　いるようにpregnenolone－X”）progesteroneの1‘双

ような強力なものとは認め難いと思う。何となれば従　　は貿ので立醗にOH基がついた物質であるかもしれな

来の先人はACTH負荷後のNa排泄鍛を単にその当　　い⑦⑪＠⑳⑳。しかしながら著爵が本編でえた威績は

日の摂糧と対比して論じているカミ・鞘の繊績の　Cのような鮪のホルeンの擁を醗することのみ

一部・即撫処置でACTHを鮮むした場合は例外を　によって，初めて説明されるのであろうか。次にこの

のぞいて一過性の排泄抑制を明らかil：　L，鵬醐間中　点｛こついて一、二の考盤試みたい。1瑚鞍質から生

の摂取量と排泄童の累積値においても負の出納を明ら　　理的に分泌されるホルモンの蹴解質に対する作用機厚

かにしえたのは，対象の約卜数に限られていたし，叉　　　にはまだ不明の，・1、、も少くないが，現在考えられている

他の’”‘部・即ちあらかじめN・C1搬与してその灘　鉱ものとしてe・tikのよう嬬のがある⑳一⑱．その

状態を作った後に負荷した場合の累積1琳内は全例がiE　　　ユはaldosterone　l二よって代喪さ；h．る腎細尿管にお

の値を示したからである。　　　　　　　　　　　　　けるイオン輸送に関するもので，Naを貯溜しKな挑

　次にここにえられた尿中へのNa排泄増加の機序に　　　溝する。　alclosterOneと拮抗するものが自然ウこ副腎皮

つき二，三の考察を加えたい調知のようta　ACTI－1　質から分泌されてL・る緬か｛妹イ縦であ勧く，上述

の生体に対する作用はごつに大分することがでぎる。　　　したNa利尿ホルモンが存在するとすれば、その本態

その一つは副腎に対するものであり，他の一つは副腎　　はこの拮抗作用に帰されるかもしれないとされる。副

夘こおけるものである・これらのうち儲尋撮近聯　．1敬質ホルモンV：つき現在考えられている電解質作用

に注目をされ，脂質，糖質，アミノ酸に対する1乍用な　　　の機序の2は腎ln疏鍛，糸球体濾過値（GFR）の維持

どが論ぜられているが・電解質に対する作用は一般に　　　と増加作用である。その他ADHに対する拮抗作用，

認められていないと考えられている⑩のでここには一一　　ことにcortisolなどにょって代表される異化促進に
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伴5Kの排泄：作用などがある。著者はACTHを魚　　　後雛2日における前者は概して増加し，後庸は減少

荷して上述の成績をえたのであるゆえ，この成績が　　している。従って著者のえたNa利尿の成績もこの

aldosteroneによるとすればいわゆる”escaPe”現象　　　glucocorticoids，ことにcortisolの増加に伴う腎の

がまず考えられるが，この現象は大量長期のACTH　　　Na排泄と再吸収の関係，換言すればGFR増加に伴
又は本剤の投与後に初めて認められるとされるし⑳，　　　うNa再吸収の相文1的オ£低下に基く可能性は大きいと

あらかじめNaClを投与してACTHを負荷してもそ　　　思う。薪骸の成績においてあらかじめNaC1を投与し

の分泌充進のおこりにくい状態を作った後にもNa排　　　なかった際には一過性の排泄抑｛削を認、めた後，初めて

泄は増加していたので，吾者の成績がこの現象に藁い　　　排泄の増加tu’認めた。このノ“、は従）1証t一く指摘されてい

た可能性は比鮫的少いと思う。しかしながら，ACTH　　　なかった．1：うであるが，こ　21、もNa利球の機序に関遡

を魚荷したときの副腎皮質からはaldosteroneばかり　　　して興味ある事突と思う。Na｝1’1：溜作用の火きいalclo－・

でなく他のホルモソの分泌も増加する。幼イ浮L児では　　　steroneの分泌はNa摂取量の少い場合により著明

aldosteroneの分泌：Jt二進が相対的｝こ弱いということは　　　であるとされるので，前述のようにたとえACTHの

ないだろうか。幼署乳児にAGTHを負荷したときの　　　負1椒こJl・，て仮にsalt－losing　hormeneが分泌され

aldosteroneの推移についての詳しい報告はまだ，ILら　　　てもNaの摂取量が少いとき，少くとも当初はこの

れていないが，もしそのようなことがあるとすれば、　　　aldosteroneの強力な貯溜作用にIJ’消されてしまうこ

Na利尿はこのAGTH黄荷に，よるホルモン相．1’：の　　　とがあるのではあるまいかn又もしこの規錬を上述し

バラソスの乱れに基くとも考えうる。　この場柱もし　　　たcortisolの作用のみに」：って説明しようとするなら

salt－10sing　hormoneの存在な仮箆鋤るならば，この　　　ば糸球体にルト∫の・るNa排泄と糸lll尿管にお1ナる再吸iPtの

ものは省年令を通じて分泌されていてもよく，り1際に　　　バランスに及ぼすCQrtiso1のf／F用は，体内のNa酷積

この現熱が起るか否かはalcloster（，ne分泌．」虚G進程度　　　状態の多少によって異ってくるのではあるまいか。

の如何によって左右されるぐ二ととなろう。このことは　　　Kleinの前ll覚の成績力欝者のそれと異って排泄抑制の

desoxycertiCosteroneなどに・ついてもほぼ同じと考　　　悶！り1を明らかにしなかったのは彼等との実験条件の

えられる。次にcortiso1，　corticosteroneについて　　藻のうちこのNa摂取蹴が彼の場合により争かった

はどうであろうカ、当教叢の成績でみると乳児におけ　　　（：密、蒔’の2（ノ3f貰）こととも関係があるのかもしれな

るACTH負荷後のこれらの増加は年長児に比べてむ　　　い、，以上，蕎卸よlll己のえた成績にっきsait－losing

しろ薯老，しいと考えられる⑳⑪nこれらの物質のNa　　hormone，　glucocorticoidsなかんつくcortisol，

貯溜作用はaldosteroneなどに比べて少いがGFRは　　　mineralcorticoidsなかんつくalclosteroneの分泌と

増加させる⑳⑳というので著煮のえたNa利尿の機序　　　関連して考褻を加えてきたが，幼濯1乳児にAGTHを

としても興味傑い。91ucocorticoidsを成人に投与し　　　魚荷した際のNa排泄増加の機1〕leit従来からの多くの

た成績をみるとt例えばImirieら⑫はもし投与貴が　　　先入の検討にもかかわらず，なお解決されていないの

大きければNaの排泄は抑制されるが生理的用嵐では　　　が現状である。この解決には内分泌の見地からのみな

促進されると述べているが，Pechetら⑲はc。rti一　　らず，幼若乳児期のKを含む電解質，水分，蟹素代謝

sone，　cortiso1を含む数種の91ucocorticoids製剤を　　　のtllei・pa“性，ことに腎機能の封熟性からの面の検討も必

Addison民病の患者などに投与した結果，大蚤の投　　　要と思う。今後機会をえてさらにこれらの点について

与によって著るしいGFRの増加を招来したときの　　　も検討をつづけてその解決に努めたい。

Naの排泄は反って抑制な上廻って増加を到ミしうると

いう。彼らはその説明として糸球体におけるNaの排　　　　　　　　　　　V　結　　語

泄と細尿管における再吸収のバランスの乱れ（glo一　　幼若乳YLI　15例（生後5日乃…鋸32日）を£群に分け，

meruloヒubular　iml）alance）を考えている。先にあ　　］棉，燃処澱のまま他の1堵洋はあらかじめNaC1を投

げた生理的に分泌される畠1腎皮質ホルモンの電解質に　　　与した後，それぞれACTHを負荷して尿ll・，t　Na排泄

対する作用のうちglucocorticoidsに関してみると　　最の推移ど日を追って検索した。

ADHに対する拮抗に基く機序はADHによるNaの再　　　　1）　ACTH負荷後における尿r：1：i　Na排：t［ll墨二は，上記

吸収⑭一⑯がヒトにおいては颪接証明されていないの　　　両群の何れを間はず一般に増加した。

で考えにくい。一方著潜の成績を尿量と体重｛工につい　　　　2）　ACTH負荷後における尿中Na排泄の推移

てみると，Na排泄との関係は必ずしもつねに平行は　　　（pattern）をill・1群で比べると，無処澱群では，あらか

しなかったが，Na排泄の最も明らかなACTH負荷　　　じめNaC1を投与した場合と異って，　ACTH負荷後
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